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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

契
期
間
は
通
常
ど
お
り
３
週
間
を
確

保
し
た
。
形
図
書
館
に
置
き
、
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
う
。

　

指
導
室
長　

径
特
定
の
教
科
書
が

強
調
さ
れ
な
い
よ
う
設
置
は
し
な
い
。

親
し
み
や
す
い
愛
称
で
収
入
増
加
を

市民要望により図書館での
教科書展示が復活

武
蔵
小
金
井
駅
周
辺
の
都
市
計
画

の
変
遷

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
でで

新
た
な
歳
入
の
確
保

新
た
な
歳
入
の
確
保
をを

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
好
転

さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
負
担
を
増
や

さ
な
い
方
法
で
新
た
な
歳
入
を
確
保

す
べ
く
知
恵
を
絞
る
べ
き
で
あ
る
。

近
年
の
取
組
と
し
て
、
自
治
体
に
よ

る
広
告
収
入
の
拡
充
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

現
在
、
わ
た
し

の
便
利
帳
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
、
第
二
庁
舎
１
階
案
内
板
に

広
告
を
掲
載
し
、
平
成　

年
度
で
は

２６

約　

万
円
の
歳
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

３９５

　

許
広
告
収
入
は
ま
だ
ま
だ
増
や
す

こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
多

摩
地
域
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
お

り
、
鎌
倉
市
の
よ
う
に
従
来
の
名
前

が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
事
例
も
あ
る
。
公
共
施
設
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
限
ら
れ
た
行
政

資
源
の
活
用
に
よ
る
収
入
の
増
加
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
愛
称
を
通
じ
て

よ
り
市
民
に
親
し
み
や
す
い
施
設
に

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本

市
で
も
ぜ
ひ
導
入
し
て
ほ
し
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

八
王
子
市
や
町

田
市
、
立
川
市
で
導
入
事
例
が
あ
り
、

直
近
で
は
昭
島
市
民
会
館
が
大
規
模

改
修
に
合
わ
せ
て
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ

ー
ル
と
な
っ
た
。

　

市
長　

財
政
の
一
助
と
す
べ
く
、

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

で
き
る
だ
け
早
く
使
え
る
よ
う
募
集

し
て
い
く
方
向
で
進
め
た
い
。

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

過
去
の
都
市
計
画
変
更
を
検
証
し
、

都
市
計
画
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問

う
。
都
市
計
画
は
長
期
展
望
を
も
っ

て
体
系
的
に
構
成
し
、
戦
略
的
に
行

う
べ
き
で
あ
り
、
個
別
の
利
害
や
思

い
付
き
、
感
情
の
レ
ベ
ル
で
語
る
こ

と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
の
都
市

計
画
変
更
で
は
第
二
庁
舎
北
の
駐
車

場
は
商
業
地
域
と
し
た
が
、
西
側
に

接
し
た
敷
地
と
は
道
路
等
で
区
画
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
敷
地
を
商
業
地

域
に
し
な
か
っ
た
理
由
は
。
形
新
小

金
井
街
道
の
線
路
か
ら
南
側
に
商
業

施
設
が
集
積
し
て
い
る
地
域
が
あ
る

が
、
な
ぜ
商
業
系
の
用
途
に
変
更
し

な
い
の
か
。
小
金
井
市
の
商
業
系
の

用
途
地
域
面
積
は　

市
中　

位
と
少

２６

２５

な
い
。
固
定
資
産
税
の
税
収
不
足
の

都
市
計
画
に
つ
い
て

都
市
計
画
に
つ
い
て
のの

考
え
方
を
問

考
え
方
を
問
うう

大
き
な
一
因
だ
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

都
市
計
画
課
長　

契
当
該
駐
車
場

は
第
１
地
区
の
再
開
発
に
合
わ
せ
て

地
区
整
備
計
画
を
定
め
、
用
途
地
域

を
変
更
す
る
旨
を
当
該
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
に
説
明
し
た
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
で
用
途
地
域
の

妥
当
性
を
判
断
す
る
。

　

市
長　

形
将
来
的
見
地
か
ら
商
業

地
域
を
作
っ
て
行
く
と
い
う
考
え
を

も
っ
て
い
る
が
、
都
市
計
画
が
後
追

い
に
な
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
不
可
思
議
な
小
金
井

市
財
政
」
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
契
秋
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が

始
め
る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
事
業
と
は
。
形
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
の
自
治
体
計
画
で
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
で
き
な

い
か
。
径
自
治
体
計
画
の
進
捗
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
既
存
の
制
度

や
施
策
で
は
漏
れ
て
し
ま
う
方
へ
の

支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
る
も
の
。
形

本
事
業
が
根
付
い
た
後
で
研
究
す
る
。

径
先
進
市
の
モ
デ
ル
事
業
を
参
考
に
、

多
摩
地
域
の
支
援
団
体
の
活
動
を
把

握
し
、
事
業
構
築
す
る
。

　

許
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
に
つ
い

て
。
契
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
の

実
施
を
。
形
生
活
保
護
基
準
引
下
げ

に
よ
る
就
学
援
助
へ
の
影
響
調
査
と

対
策
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
国
や
都
の

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
の
充
実
／／

開
か
れ
た
教
科
書
採
択

開
か
れ
た
教
科
書
採
択
をを

計
画
が
示
さ
れ
て
か
ら
必
要
な
対
策

を
と
る
。
実
態
調
査
は
研
究
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
影
響
把
握
は

行
っ
て
い
な
い
。
国
の
方
針
等
を
踏

ま
え
総
合
的
に
対
策
を
判
断
し
た
い
。

　

距
契
教
科
書
採
択

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

早
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
調
査
研
究
へ
の

影
響
は
。
形
教
科
書

展
示
の
実
施
方
法
は
。

径
採
択
の
際
、
傍
聴

席
に
調
査
報
告
書
の

設
置
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
人
口
減
少
が
進
み
、
空
き
家
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
全
国
的
な
問
題

で
あ
る
。
国
で
は
法
律
を
制
定
す
る

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
か
ね
て

か
ら
指
摘
し
て
き
た
東
町
内
の
空
き

家
の
塀
が
崩
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
て

い
る
が
、
契
市
と
し
て
窓
口
を
明
確

に
し
て
対
応
す
る
よ
う
求
め
る
。
形

以
前
か
ら
条
例
制
定
を
要
求
し
て
き

た
が
、
年
度
内
に
制
定
を
し
な
い
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
窓
口
は

地
域
安
全
課
で
行
い
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
ご
み
対
策
課
な
ど
と
連
携

し
て
い
る
。
形
国
や
近
隣
市
の
動
向

を
調
査
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
関
係
部
局
と
検
討
に
努
め
、

一
歩
ず
つ
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

許
国
の
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

で
は
、
第
４
条
で
の
「
い
じ
め
を
行

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策
にに

つ
い
て
問

つ
い
て
問
うう

っ
て
は
な
ら
な
い
」
の
一
言
で
あ
る

が
、
子
ど
も
に
命
令
し
て
も
い
じ
め

は
解
決
し
な
い
。
ど
の
子
も
安
全
に

生
き
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
明
確
化

す
る
こ
と
、
全
教
職
員
の
工
夫
し
た

取
組
、
い
じ
め
た
子
ど
も
に
対
し
て
、

厳
罰
で
は
な
く
自
主
性
の
中
で
反
省

し
て
立
ち
直
っ
て
い
く
よ
う
な
教
育

的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
市
教
育
委

員
会
の
見
解
を
伺
う
。

　

学
校
教
育
部
長　

人
権
教
育
の
推

進
等
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生

き
る
権
利
を
保
障
し
て
い
く
た
め
の

取
組
を
進
め
て
き
た
。

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
市
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の

総
量
は
約
千　
　

。
契
今
後
も
公
共

６２５
Kw

施
設
で
の
発
電
は
増
や
す
の
か
。
形

太
陽
光
発
電
の
補
助
金
を
交
付
し
た

市
民
を
対
象
に
、
発
電
状
況
や
節
電

意
識
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

な
い
か
。
径
市
内
の
発
電
量
は
す
で

に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
級
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
周
知
啓
発
を
。
恵
環
境
基
本

計
画
改
定
等
に
は
具
体
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
目
標
な
ど
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

　

市
長　

契
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

環
境
部
長　

形
新
た
な
補
助
金
申

請
が
あ
っ
た
も
の
は
検
討
し
た
い
。

径
資
料
を
出
す
定
義
な
ど
、
周
知
方

法
も
環
境
基
本
計
画
改
定
委
員
会
等

で
議
論
し
て
い
く
。
恵
市
民
の
意
見

を
聴
き
、
方
向
性
を
定
め
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
をを

／
ひ
き
こ
も
り
対
策

／
ひ
き
こ
も
り
対
策
はは

　

許
都
で
始
ま
っ
た
ひ
き
こ
も
り
の

若
者
相
談
事
業
の
申
込
受
付
は
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
。
契
対

象
外
事
例
へ
の
対
応
は
。
体
制
は
十

分
か
。
形
推
計
で
は
市
内
の
ひ
き
こ

も
り
の
若
者
は　

人
。
市
へ
の
相
談

２１２

は
な
い
と
い
う
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
の
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」

の
開
設
に
つ
い
て
市
は
ど
う
把
握
し
、

連
携
し
て
い
く
の
か
。

　

子
育
て
支
援
課
長　

契
対
象
外
事

例
は
適
切
な
機
関
に
つ
な
ぐ
。
現
時

点
で
は
現
行
の
体
制
で
対
応
し
た
い
。

　

地
域
福
祉
課
長　

形
情
報
共
有
を

図
り
周
知
に
努
め
た
い
。

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
。
契

現
在
の
待
機
児
童
率
は
４
・
４
％
で
、

３
年
連
続
多
摩
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
た

が
見
解
は
。
形
平
成　

年
か
ら
５
年

２２

間
で
認
可
園
の
定
員
は　

人
し
か
増

７４

え
て
お
ら
ず
、
待
機
児
童
が
多
い
自

治
体
で
は
最
低
。
市
長
答
弁
の
「
就

学
前
児
童
の
増
加
に
施
設
が
追
い
付

か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
政
策
判
断
の
間
違
い
で
は
。

　

市
長　

契
目
的
が
達
成
で
き
な
い

の
は
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
形
数
字

が
そ
う
い
う
示
し
方
で
あ
れ
ば
、
当

然
そ
う
い
う
言
い
方
に
な
る
。

　

許
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
つ
い
て
。
契
市
北
側
に
は
幼
稚
園

が
１
園
し
か
な
い
。
幼
稚
園
、
認
定

子
ど
も
園
を
誘
致
す
る
考
え
は
。
形

市
内
の
認
可
外
保
育
園
の
認
可
園
移

子
育
て
政
策
と
職
員

子
育
て
政
策
と
職
員
のの

意
識
改
革
の
取
組
を
問

意
識
改
革
の
取
組
を
問
うう

行
を
積
極
的
に
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
必
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
意
見
を
頂
い
て
検
討
す
る
。

形
設
置
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要

で
あ
る
。
一
定
の
時
期
に
行
い
た
い
。

　

距
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
。

行
政
診
断
報
告
書
で
の
６
割
の
職
員

が
仕
事
の
将
来
像
を
描
け
な
い
と
い

う
結
果
は
理
事
者
の
責
任
で
あ
り
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

職
場
環
境
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

　

市
長　

非
常
に
力
不
足
を
感
じ
る

が
、
小
金
井
市
が
目
指
す
べ
き
も
の

は
何
か
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


